
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
で
は
９
月

21

日
、
観
測
史
上
最
大

の
豪
雨
に
よ
り
27
河
川
が
氾

濫
し
42
カ
所
の
土
砂
災
害
が

発
生
し
た
。
30
日
現
在
、
死

者
31
人
、
仮
設
住
宅
の
床
上

浸
水
が
２
０
９
戸
、
４
４
８

人
が
避
難
所
に
身
を
寄
せ
て

い
る
。
１
月
の
地
震
に
よ
る

土
砂
崩
れ
で
河
川
の
水
が
た

ま
る
「
土
砂
ダ
ム
」
が
崩
れ
、

二
重
の
被
災
の
対
処
が
求
め

ら
れ
て
い
る
▼
奥
能
登
の
２

市
２
町
の
自
治
体
職
員
数
は

広
域
合
併
後
３
割
以
上
も
削

減
さ
れ
た
所
も
あ
り
、
住
民

の
暮
ら
し
を
支
え
る
役
割
が

十
分
果
た
せ
な
い
現
状
で
、

国
の
対
応
も
支
援
も
不
十
分

だ
▼
今
回
の
大
雨
で
断
水
が

続
き
、
珠
洲
市
か
ら
漏
水
調

査
の
知
識
と
経
験
を
持
っ
た

職
員
が
求
め
ら
れ
、
名
古
屋

市
水
道
局
の
職
員
が
水
道
管

破
産
箇
所
の
特
定
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
被
災
地
で
の

医
療
、介
護
、子
育
て
の
施
設

は
人
が
不
足
し
利
用
で
き
な

い
状
況
が
続
く
と
聞
く
。
緊

急
時
に
備
え
平
時
か
ら
公
務

公
共
の
体
制
の
拡
充
が
必
要

だ
▼
国
の
地
方
交
付
金
の
削

減
等
に
よ
る
財
政
の
圧
迫
、

国
に
よ
る
人
員
削
減
や
公
務

員
の
非
正
規
化
、
業
務
の
民

営
化
や
外
部
委
託
化
に
よ
っ

て
地
方
自
治
体
の
機
能
を
弱

体
化
さ
せ
て
き
た
。
国
の
政

治
が
問
わ
れ
て
い
る
。
総
選

挙
で
労
働
者
、
国
民
の
要
求

を
実
現
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
。（
Ｈ
）

名古屋市非正規保育士ら1200人雇い止め
国は「３年公募」撤廃、総務省もマニュアル改正なのに

多くのマスコミの関心が集まり新聞各紙で報道される

 

若
い
人
た
ち
に
同
じ

　

思
い
を
さ
せ
た
く
な
い

　

名
古
屋
市
は
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
」
で
の
「
公

募
に
よ
ら
な
い
任
用
の
上
限

回
数
は
４
回
ま
で
」
と
し
て

お
り
、
今
年
度
末
に
満
５
年

を
迎
え
る
人
を
一
斉
大
量
雇

い
止
め
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
継
続
を
希
望
す
る
人
は

「
公
募
試
験
」
に
応
じ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
10
年
20
年
と
長

く
働
い
て
き
た
人
で
も
不
採

用
に
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
公
募
制
は
６
月
に
国

が
撤
廃
し
、
総
務
省
も
こ
れ

に
あ
わ
せ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

改
正
し
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
市
立
保
育
園
で
働

く
会
計
年
度
任
用
職
員
を
組

織
す
る
、
建
交
労
愛
知
県
本

部
と
建
交
労
保
育
パ
ー
ト
支

部
は
、
７
月
に「
会
計
年
度
任

用
職
員
の
５
年
目
公
募
の
中

止
」
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
。
回
答
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
９
月
に
愛
労
連
と
と

も
に
中
止
を
求
め
る
緊
急
の

要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
や
っ
と
出
た
名

古
屋
市
の
回
答
は
労
働
者
の

気
持
ち
を
踏
み
に
じ
る
「
ゼ

ロ
回
答
」
で
し
た
。
理
不
尽

な
対
応
を
広
く
世
間
に
伝
え

て
、
な
か
ま
の
雇
用
を
守
り

た
い
と
労
働
組
合
が
立
ち
上

が
り
、
雇
用
の
不
安
に
怯
え

る
当
事
者
の
声
を
知
ら
せ
る

記
者
会
見
を
ひ
ら
き
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
多

く
の
参
加
が
あ
り
、
新
聞
各

紙
が
報
道
し
ま
し
た
。

　

尾
崎
さ
ん
は
、
「
責
任
を

持
っ
て
働
き
続
け
て
き
た
人

で
も
、
試
験
が
も
し
『
不
合

格
』
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と

積
み
上
げ
て
き
た
経
験
を
否

定
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
る
。

あ
と
に
続
く
若
い
人
た
ち
に

同
じ
思
い
を
さ
せ
た
く
な

い
」
と
訴
え
ま
す
。

　

ま
た
、
建
交
労
保
育
パ
ー

ト
支
部
が
保
育
園
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
か
ら
集
め

た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
「
み
ん
な

永
続
性
の
あ
る
職
務
で

　

有
期
雇
用
は
誤
り

㊥雇用の継続を求めて会見する尾崎さん

　「
保
育
者
と
し
て
の
人
生
を
『
不
合
格
』
の

烙
印
を
押
さ
れ
て
終
わ
り
た
く
な
い
。辞
め
る
、

辞
め
な
い
は
自
分
の
意
思
で
決
め
た
い
。
大
切

な
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
た
め
の
知
識
や
経
験

を
積
み
、
働
き
続
け
て
き
た
誇
り
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
建
交
労
保
育
パ
ー
ト
支
部
の
尾
崎
よ

し
み
書
記
長
は
全
労
連
・
愛
労
連
と
と
も
に
記

者
会
見
で
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
会
見
は
、
10
月

４
日
、
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
で
お
こ
な
わ
れ

た
も
の
で
、
名
古
屋
市
は
、
非
正
規
保
育
士
ら

と
し
て
働
く
１
２
０
０
人
も
の
会
計
年
度
任
用

職
員
を
雇
い
止
め
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

公
募
は
義
務
で
は
な
く　
　

　

自
治
体
の
判
断
で
な
く
せ
る
の
に

の
声
」
に
は
、
雇
い
止
め
に

対
す
る
不
安
の
声
が
数
多
く

集
め
ら
れ
ま
し
た
。（
下
図
参

照
）

１
５
０
人
欠
員
中

雇
い
止
め
よ
り
補
充
を

集まった「みんなの声」より（一部抜粋）

・雇い止めをされたらどうやって生活していけばよいのか？不安でいっぱい。

  どうかどうか、来年も仕事がありますようにと手を合わせている日々です。　

・雇い止めになったらと思うと気が休まりません。

・来年はどうなるんだろう ... と皆口々に不安感でいっぱいです。試験に貴重な時間を

　使うくらいなら、もっとよりよい保育の向上に使ってほしいです。

・ほとんどの園で欠員があるにもかかわらず雇い止めをして公募試験をするなんて時間

　と労力の無駄なのではないか。欠員の公募だけで十分だと思う。

・有期雇用は働く人の生活をおびやかし、ひいては生存権を侵害します。働く人の生存

　権や人権が守られない職場では、こどもの人権を守ることができません。

・20 年以上の勤務になるのに、毎年同じ履歴書を出す意味がわかりません。

・障害児対応パートは、毎年の認定によって時間数が変わってくるので、年度末近くに

　ならないと次年度の時間数が決定せず、毎年雇用の不安があります。

国
は
公
募
制
を

　

６
月
に
撤
廃

　

そ
も
そ
も
、
名
古
屋
市
の

会
計
年
度
任
用
職
員
保
育
士

は
最
大
で
１
５
０
人
を
超
え

る
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
欠
員
を
補
充
す
る
た

め
の
公
募
試
験
こ
そ
優
先
さ

れ
る
べ
き
で
す
。

 

名
古
屋
市
の
回
答
は

 

労
働
者
を
踏
み
に
じ
る

　

会
見
に
ビ
デ
オ
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
た
東
海
労
働
弁
護
団

事
務
局
長
の
田
巻
紘
子
弁
護

士
は
「
保
育
士
の
業
務
は
保

育
園
が
存
続
す
る
限
り
職
務

に
永
続
性
が
あ
る
。
期
間
の

定
め
の
あ
る
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
」と
指
摘
。北
海

学
園
大
学
の
川
村
雅
則
教
授

は
「
公
募
は
義
務
で
は
な
く
、

自
治
体
の
判
断
で
な
く
す
こ

と
が
可
能
。
自
治
行
政
の
能

率
的
な
運
営
に
逆
行
し
、
任

命
権
者
の
自
覚
が
欠
如
し
て

い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
多

く
は
女
性
労
働
者
で
あ
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
前

提
に
成
り
立
つ
い
び
つ
な
制

度
で
す
。

　

愛
労
連
は
、
今
後
も
公
募

撤
回
を
強
く
求
め
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
労
働
者
を
守
る

た
め
た
た
か
い
ま
す
。

日時　１1 月１日（金）１8:30 ～ 20:15
場所　労働会館本館会議室
内容　「デロゲーションって何？
　　　誰に何が狙われているのか！」
　　　（講師：伊藤圭一さん）他

過労死ＮＯ！
「労基法解体」は労働者に
何をもたらすのか？学習会

ミーティング ID
828 3058 0438
パスコード
458308

（1） 愛　労　連 No.376 2024年10月10日発行2024 年 11 月号

愛知県労働組合総連合
名古屋市熱田区沢下町 9-7
労働会館東館 3F
TEL052-871-5433
FAX052-871-5618

2024年11月号
発行人  竹内　創

 URL http://www.airoren.gr.jp
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愛知の
　 味覚
その27

ガマゴリうどん（蒲郡市）
　

ガ
マ
ゴ
リ
う
ど
ん
は
、

蒲
郡
市
の
ご
当
地
う
ど
ん

で
、
ア
サ
リ
を
使
っ
た
出

汁
が
特
徴
で
す
。
三
河
湾

産
の
ア
サ
リ
を
使
用
し
、

透
明
感
の
あ
る
ス
ッ
キ
リ

と
し
た
味
わ
い
が
魅
力
で

す
。
２
０
１
３
年
の
「
全

国
ご
当
地
う
ど
ん
サ
ミ
ッ

ト
」
で
初
優
勝
し
、
そ
の

後
も
数
々
の
大
会
で
高
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
①
三

河
湾
産
ア
サ
リ
を
一
人
前

に
５
個
以
上
。
②
ダ
シ
を

し
っ
か
り
取
る
。
③
し
ょ

う
ゆ
味
。
④
蒲
郡
産
の
一

品
を
使
用
。（
ご
ま
油
、練

り
物
、
ニ
ギ
ス
、
メ
ヒ
カ

リ
等
）
⑤
具
に
は
ワ
カ
メ

を
入
れ
る
、
の
５
つ
の
定

義
ク
リ
ア
が
必
要
で
す
。

保
養
に
来
た
後
に
是
非
試

食
を
。
20
を
超
え
る
認
定

店
が
あ
り
ま
す
。

蒲郡シティセールスプロジェクト「ガマゴリ・ら」事務局
所在地：〒 443-8505　蒲郡市港町 18-23
電　話：TEL:0533-68-7171　FAX:0533-68-0339

　

石
破
首
相
の
所
信
表
明
演

説
に
、「
手
の
ひ
ら
返
し
」、

「
嘘
つ
き
」と
批
判
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。「
選
択
的
夫
婦
別

姓
導
入
」
や
「
保
険
証
廃
止
、

マ
イ
ナ
保
険
証
一
本
化
見
直

し
」
に
前
向
き
だ
っ
た
石
破

氏
が
、
首
相
就
任
後
は
あ
っ

さ
り
手
の
ひ
ら
を
返
し
、
衆

議
院
を
解
散
し
ま

し
た
。

　

自
公
政
権
は
敵

基
地
攻
撃
能
力
を

保
有
す
る
こ
と
を

は
じ
め
、
５
年
間

で
43
兆
円
も
の
軍

事
費
を
つ
ぎ
込
ん
で
大
軍
拡

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
日
本

の
あ
り
方
を
大
転
換
す
る
も

の
で
す
。
自
民
党
の
「
裏
金

問
題
」
や
旧
統
一
協
会
問
題

は
、
政
治
を
歪
め
、
大
企
業

優
先
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り

政
治
の
温
床
と
な
っ
て
い
ま

す
。
先
進
国
で
も
日
本
だ
け

実
質
賃
金
が
低
下
す
る
異
常

な
事
態
は
、
財
界
の
意
向
に

沿
い
歴
代
自
民
党
政
権
が
非

正
規
労
働
者
を
増
大
さ
せ
て

き
た
結
果
で
す
。
し
か
し
、

今
度
の
総
選
挙
は
、
大
軍
拡

の
一
方
で
社
会
保
障
削
減
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
背
を
向

け
る
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら

せ
る
絶
好
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

物
価
高
か
ら
生
活
を
改
善
す

る
た
め
に
、
最
低
賃
金
全
国

一
律
化
と
今
す
ぐ
１
５
０
０

円
の
実
現
、
年
金
や
介
護
の

充
実
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

小
中
学
校
の
給
食
無
償
化
、

子
ど
も
・
若
者
政
策
の
充
実

等
な
ど
、
切
実
な
願
い
を
実

現
で
き
る
の
が
選
挙
で
す
。

　

私
た
ち
が
抱
え
る
苦
難
と

要
求
を
み
ん
な
で
語
り
合

い
、
各
党
・
候
補
者
の
公
約

を
よ
く
見
極
め
、
私
た
ち
の

要
求
を
実
現
で
き
る
政
治
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

愛
労
連
は
、
特
定
政
党
や

候
補
者
を
推
薦
・
支
持
す
る

こ
と
は
せ
ず
、
組
合
員
の
政

党
支
持
の
自
由
・
選
挙
活
動

の
自
由
を
保
障
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
無
関
心
は
権

力
を
持
つ
も
の
の
思
う
壺
で

す
。
一
人
ひ
と
り
の
「
は

て
？
」
は
時
代
を
変
え
る
力

で
す
。
ま
ず
は
投
票
に
参
加

す
る
こ
と
で
そ
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
「
は
て
？
」
を
大
切
に

政
治
を
つ
く
る
主
人
公
に
な
ろ
う

マイナ保険証は取得を急ぐ必要はありません！　

今の保険証は最長１年間
そのまま使えます

詳しくはこちらの Q&A 動画を→
https://nohimityu.exblog.jp/33443620/

薬の情報はお薬手帳の方が最新です

  

９
月
18
・
23
日
の
２
回
に

渡
っ
て
、
最
低
賃
金
の
上
昇

に
と
も
な
い
話
題
と
な
っ
て

い
る
「
年
収
の
壁
」（
扶
養
の

範
囲
を
超
え
な
い
よ
う
に
自

ら
働
く
時
間
を
減
ら
し
一
定

の
年
収
を
超
え
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
）
問
題
の
学
習
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
含
め
約

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
講
師
の
愛
知
国
公

の
國
枝
孝
幸
議
長
（
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

は
「
今
の
愛
知
県
の
最
低
賃

金
額
だ
と
、
週
20
時
間
以
上

働
け
る
な
ら
、
社
会
保
険
に

加
入
し
、
壁
を
気
に
せ
ず
働

い
た
方
が
良
い
。
将
来
年
金

も
受
給
で
き
る
。
最
低
賃
金

や
時
間
給
を
上
げ
れ
ば
、
今

よ
り
短
い
時
間
の
労
働
で
多

く
の
賃
金
が
得
ら
れ
る
。
労

働
組
合
で
声
を
あ
げ
て
い
こ

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
は
む

ね
っ
と
）
幹
事
の
渋
谷
典
子

さ
ん
の
ビ
デ
オ
学
習
で
は
、

「
女
性
労
働
は
家
計
補
助
的

と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
年
収

の
壁
問
題
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問

題
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。　

　

愛
労
連
で
は
、
11
月
17
日

（
日
）
13
時
半
か
ら
「
あ
い
ち

『
非
正
規
公
務
員
』
オ
ー
タ

ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

し
ま
す
。
非
正
規
公
務
員
の

４
月
遡
及
の
実
施
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
要
求
を
実
現
し
て

き
た
成
果
を
喜
び
合
い
交
流

し
、
当
事
者
参
加
型
の
処
遇

改
善
を
め
ざ
し
ま
す
。

「
は
て
？
」に
答
え
る「
年
収
の
壁
」
学
習
会

時
給
を
上
げ
て
壁
を
乗
り
越
え
よ
う

　

ま
た
、
公
務
非
正
規
女
性

げ
よ
う
」
と
「
対
話
と
学
び

あ
い
」
を
土
台
に
据
え
て
と

り
く
み
ま
す
。

　

最
低
賃
金
全
国
一
律
１
５

０
０
円
の
実
現
を
最
重
点
課

題
に
位
置
付
け
、
現
職
議
員

及
び
候
補
者
に
要
求
を
届
け

公
約
化
を
求
め
る
と
と
も

に
、
当
選
し
た
際
に
は
紹
介

議
員
を
応
諾
す
る
よ
う
要
請

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
27
日
投
開
票
で
た
た
か
わ
れ
る
衆
議
院
議
員
総

選
挙
に
つ
い
て
、
愛
労
連
は
、
９
月
25
日
の
第
５
回
幹

事
会
で
総
選
挙
闘
争
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
方
針
で

は
、
労
働
者
の
要
求
が
実
現
で
き
る
政
治
を
め
ざ
し
、

「
み
ん
な
で
選
挙
に
参
加
し
よ
う
！
」と
以
下
の
行
動
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

愛
労
連
は
、
職
場
や
地
域

で
組
合
員
の
要
求
を
丁
寧
に

く
み
と
り
、
全
組
合
員
と
有

権
者
に
向
け
た
「
選
挙
に
行

こ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開

催
し
ま
す
。

衆議院
総選挙

「年収の壁」の種類
 ◆ 100 万円
    （本人）住民税が発生
           （地域によっては 93 万円～）

 ◆ 103 万円
　  （本人）所得税が発生
　  （配偶者・扶養者）
　　 　配偶者控除がうけられなくなり配偶者　　　
　　 特別控除に切り替わる。扶養控除が受け 
     られなくなる→所得が増え税負担が増加 
  ◆ 106 万円
　　（本人）条件によっては社会保険料が発生
  ◆ 130 万円
　  （本人）社会保険の扶養から外れる
    →働き方にかかわらず社会保険料が発生

　※その他企業によっては、配偶者・扶養者
　　への家族手当がなくなる場合がある
　　（金額は企業によって異なる）

★愛知県の最低賃金で週 20 時間働いた場合★
　
　1077 円× 20 時間× 52 週＝ 1,120,080 円
　
　→所定内賃金が月額 8.8 万円以上になる
　　ため、厚生年金保険の被保険者数が 51
　　人以上の企業等で働き社会保険加入対象
　　となった場合、社会保険料は労使折半の
　　ため、条件が合うなら加入した方が将来
　　受け取る年金増にもつながりお得。

　

年
収
の
壁
問
題
は

　
　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

　

み
ん
な
で
つ
な
が
り

　
　

交
流
す
る
秋
の
つ
ど
い

詳細は順次
ＨＰ掲載予定

「声を上げよう」と國枝議長

愛労連が掲げる
総選挙要求

①．最低賃金を全国一律で時間給１５００

　　円以上に。中小企業支援策を拡充。

　　公正取引ルールを確立。

②．エッセンシャルワーカーの賃金と処遇

　　を改善。非正規雇用労働者の待遇改善、

　　労働条件格差解消。フリーランスなど

　　雇用によらない働き方を規制、労災保

　　険・失業保険の適用を。高齢者雇用改善。

　　最低保障年金制度確立。福祉 ･介護職

　　場のワンオペを国の責任でなくす。

③．労基法改悪議論の中止。週３５時間制

　　の実現。時間外労働上限時間引き下げ。

　　勤務間インターバル１１時間法制化。

④．公立・公的病院等の再編・統合計画及

　　び地域医療構想と医療適正化計画の撤

　　回、医療・公衆衛生体制の拡充。

⑤．国の責任で年金・医療・介護・保育・

　　福祉などを拡充。

⑥．教育の充実・無償化、公務・公共体制

　　の拡充。正規公務員と非正規公務員の

　　処遇格差の解消。

⑦．軍事費削減、大企業・富裕層に応分の

　　負担を求める。物価高騰から国民のく

　　らしを守るため消費税を５％に減税。

　　インボイス制度導入の中止。

⑧．化石燃料由来の電源廃止と原発停止・

　　廃炉、再生可能エネルギーへの抜本転

　　換を推進。環境破壊・抜本的に強化。

⑨．すべての戦争に反対し、憲法９条を守る。

　　非核三原則の厳守、集団的自衛権行使

　　容認の閣議決定撤回、核兵器禁止条約

　　の批准、日米地位協定の抜本改定をす

　　すめる。敵基地攻撃能力保有に反対し、

　　辺野古新基地建設の中止、憲法９条に

　　もとづく平和外交の展開。

⑩．ジェンダー平等にもとづき、あらゆる　

　　格差をなくし誰もが尊重される社会の

　　実現。

　

「
こ
ん
な
政
治
っ
て
、
『
お

か
し
い
』
よ
ね
！
」
と
み
ん

な
に
声
を
か
け
、「
だ
か
ら
！

『
お
か
し
い
』
こ
と
を
変
え

る
た
め
に
、（
労
働
者
の
要

求
が
実
現
す
る
政
治
を
め
ざ

し
）、
み
ん
な
で
（
す
べ
て

の
組
合
員
が
）
選
挙
に
参
加

し
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ま

す
。「
お
か
し
い
こ
と
は
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
」「
声
を
あ

低
賃
金
政
治
を
終
わ
ら
せ
て

労
働
者
の
要
求
実
現
を
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9
月
12
日
、
名
古
屋
高
裁

は
地
裁
判
決
を
破
棄
し
て
東

濃
信
金
の
パ
ワ
ハ
ラ
自
死
事

件
を
労
災
と
認
定
し
ま
し

た
。
判
決
後
、
国
は
上
告
を

断
念
し
こ
の
高
裁
判
決
は
確

定
し
ま
し
た
。

　

「
上
告
す
る
な
」と
い
う
内

容
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
付
を
は

じ
め
長
年
に
亘
っ
て
署
名
等

の
運
動
に
協
力
し
て
頂
き
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
裁
判
は
、
東
濃
信
金

の
若
い
職
員
が
過
大
な
ノ
ル

マ
設
定
や
上
司
に
よ
る
日
常

的
な「
パ
ワ
ハ
ラ
」等
に
よ
り

精
神
障
害
を
発
病
、そ
の
上
、

金
融
機
関
で
は
考
え
ら
れ
な

い
、あ
り
も
し
な
い
「
横
領
」

と
い
う
暴
言
ま
で
受
け
る
中

で
自
死
し
た
裁
判
で
す
。

　

名
古
屋
地
裁
の
判
決
で

は
、
支
店
長
の
「
叱
責
」
に

つ
い
て
は
「
心
情
に
対
す
る

配
慮
に
欠
け
る
も
の
で
あ
っ

た
」
事
を
認
め
な
が
ら
、「
業

務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲

を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
」

と
し
て
「
精
神
障
害
を
発
病

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
ほ
ど
の

心
理
的
負
荷
を
与
え
る
も
の

で
あ
っ
た
と
ま
で
評
価
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
業
務

起
因
性
を
否
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
名
古
屋
高
裁
の
長

谷
川
裁
判
長
は
、
自
死
し
た

職
員
に
対
し
て
日
常
的
に
上

司
が
パ
ワ
ハ
ラ
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
お
り
、「（
上
司

の
）
失
敗
全
て
を
押
し
付
け

る
激
烈
な
叱
責
は
、
明
ら
か

に
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な

範
囲
を
超
え
て
い
る
」
と
指

摘
、「
到
底
耐
え
難
い
こ
と
は

明
ら
か
。
心
理
的
負
荷
は
非

常
に
大
き
く
、
精
神
疾
患
の

発
病
が
避
け
ら
れ
な
い
程
度

の
強
さ
だ
っ
た
」
と
述
べ
て

精
神
病
の
発
病
を
認
め
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
損
害
賠
償

裁
判
が
最
高
裁
に
上
が
っ
て

お
り
、
こ
の
裁
判
の
勝
利
に

向
け
て
更
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

勝利判決に喜ぶ支援者たち

 たたかう仲間たち　No.170

国は上告断念、高裁判決は確定

東濃信金「労災認定裁判」
逆転勝利判決
愛知争議団　事務局長　植木日出男

9/23

9/26

9/28

9/29

新舞子海岸で開催された愛知共済会ハ
ゼ釣り大会に 42 人が参加。快晴の中、多
くの釣果で盛り上がった。

国連総会で決まった、核兵器の全面的廃
絶のための国際デーに合わせて街宣を
おこない、12 人が参加した

9.28 止めよう戦争への道！幸せな未来
へ愛知大集会が光の広場にて開催され、
500 人を超える参加で盛り上がりました

能登半島豪雨水害への支援物資を、宣伝
カーいっぱいに詰め込み、日帰りで羽咋
ボランティアセンターまで届けました

みんなのとりくみ
お寄せください

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真（デジタルでも可）と簡単な文
章でお寄せください。しめきりは毎
月４日までに愛労連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433( 髙田 ) まで
　E-mail post@airoren.gr.jp

T
o
p
ic
s

T
o
p
ic
s

ご注文は　愛知県原水協まで
　FAX 番号：052-931-2651
　e-mail：gensuikyo@lime.ocn.ne.jp
　（問い合せは　電話 052-932-3219　まで）

少数の注文は愛労連でも受け付けます。
（送料等はご負担願います）

　

西
尾
市
職
員
組
合
で
は
、
毎

年
９
月
下
旬
か
ら
10
月
に
か
け

て
、
職
場
オ
ル
グ
と
言
っ
て
、

執
行
委
員
が
昼
休
み
や
業
務
後

に
本
庁
や
職
場
に
出
向
き
、
毎

年
夏
に
出
さ
れ
る
人
事
院
勧
告

の
説
明
や
全
体
の
要
求
書
の
確

認
、
各
職
場
か
ら
の
意
見
を
聞

く
こ
と
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
の
要
求
書
の
中
に
は
、

昔
か
ら
ず
っ
と
言
い
続
け
て
い

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
強
制
し

な
い
こ
と
」
や
「
安
易
に
民
間

委
託
を
し
な
い
こ
と
」
と
い
っ

た
項
目
や
新
た
に
「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
休
暇
の
対
象
を
勤
続
40
年

に
増
や
す
こ
と
」
や
「
名
刺
に

つ
い
て
カ
ラ
ー
印
刷
も
可
と
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
組
合
員

か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
入
れ
た

項
目
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
西
尾
市
職
員
組

合
は
、
顔
の
見
え
る
関
係
を

作
っ
て
い
き
、
組
合
員
に
寄
り

添
う
組
織
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

昼休みにお弁当を食べながらのオルグ

　

秋
季
年
末
闘
争
が
ス
タ
ー

ト
し
、
10
月
か
ら
秋
の
組
織

拡
大
月
間
が
始
ま
り
ま
し

た
。
愛
労
連
は
「
仲
間
を
増

や
し
て
そ
の
力
で
要
求
を
実

現
」
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。「
対
話
と
学
び
あ

い
」
の
実
践
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
労
働
組
合
の
運
動
で
、

賃
金
が
上
が
る
国
へ
の
転
換

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

２
０
２
５
国
民
春
闘
を
見

据
え
て
、
要
求
を
持
つ
組
合

員
自
ら
が
参
加
し
、
仲
間
を

増
や
し
そ
の
中
で
要
求
実
現

を
す
す
め
ま
す
。
戦
略
と
し

て
の
「
社
会
的
な
賃
金
闘
争
」

と
「
た
た
か
う
労
働
組
合
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
を
両

輪
で
す
す
め
要
求
が
実
現
で

き
る
政
治
の
転
換
を
め
ざ
し

て
秋
季
年
末
闘
争
に
と
り
く

み
ま
す
。

　

公
務
員
賃
金
を
め
ぐ
り
、

各
自
治
体
で
は
さ
ら
な
る
上

積
み
を
求
め
、
確
定
闘
争
が

本
格
化
し
ま
す
。
多
く
の
組

織
で
要
求
書
の
提
出
や
交
渉

が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
西

尾
市
職
で
は
、
職
場
オ
ル
グ

に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

  

時
給
二
千
円
希
望
最
多

　

労
組
必
要
と
８
割
回
答

県
内
国
会
議
員
へ

 

最
賃
紹
介
議
員
依
頼

　

愛
労
連
は
、
総
選
挙
前
に

最
低
賃
金
全
国
一
律
へ
の
署

名
の
紹
介
議
員
を
要
請
す
る

た
め
愛
知
県
内
の
国
会
議
員

事
務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

 

最
低
賃
金
全
国
一
律
め
ざ
し
て

 

紹
介
議
員
の
応
諾
相
次
ぐ　

水野良彦自由民主党
愛知県第三選挙区支部長

吉田つねひこ立憲民主党
衆議院議員

西川あつし立憲民主党
愛知県第５区総支部長

すやま初美日本共産党
東海比例ブロック予定候補

神田憲次自由民主党
衆議院議員

※右上からタテに 50 音順

近藤昭一立憲民主党
衆議院議員

　

愛
労
連
は
、
愛
知
県
最
低

賃
金
改
定
日
の
10
月
１
日
、

名
古
屋
駅
前
で
最
低
賃
金
改

定
周
知
宣
伝
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

こ
の
秋
仲
間
増
や
し
と
賃
上
げ
も

要
求
実
現
め
ざ
し
て
当
事
者
が
声
あ
げ
よ
う

職場オルグで意見聞き要求へ反映
人勧説明、要求書確認で顔の見える関係作る

自治労連西尾市職員組合　委員長　松崎　真幸

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
７
０
０
個
を

配
布
、
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
最
低
賃
金
二
千
円
希

望
」
が
一
番
多
く
な
り
ま
し

た
。
選
挙
で
政
治
を
変
え
最

低
賃
金
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

「
労
働
組
合
は
必
要
か
？
」

と
い
う
問
い
に
は
78
・
３
％

の
人
が
「
必
要
」
と
回
答
し

ま
し
た
。
今
、
労
働
組
合
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
を
対
話
に
活

か
し
、
各
組
織
の
拡
大
へ
繋

げ
ま
し
ょ
う
。

 

核
兵
器
廃
絶
を
願
う
す
べ
て
の
人
に

 

２
０
２
５
年

 

ち
ひ
ろ
カ
レ
ン
ダ
ー　
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NO.172
　年金者組合　

豊
か
な
高
齢
期
を

　
　

め
ざ
し
て
奮
闘
中

■ 10.19 総がかり集会＆デモ
10 月 19 日（土）13:30
若宮大通り公園ミニスポーツ広場
■愛知母親大会 in 一宮
10 月 20 日（日）10:00
アイプラザ一宮
■福祉予算削るな！愛知県民集会
10 月 27 日（日）10:00
若宮広場
■わくわく講座スクーリング
10 月 27 日 (日)    10:00
労働会館本館会議室
■あいち九条の会県民のつどい
11 月 3 日 (日)13:00
名古屋市公会堂

クロスワードパズルクロスワードパズル
【解き方】イラストをヒント

に、二重枠の５文字をうま

く並べてできる言葉は？

【前号のクイズの答え】前号 375 号（10 月号）の

クロスワードパズルの答えは「ブドウガリ（ぶどう

狩り）」でした。正解者の中から抽選で下記の 10

名の方に図書カードをお送りします。

■ヨコのカギ

①　奈良公園のアイドル？

③　英語ではプレゼント

⑦　エッフェル塔やルーブル美

　　術館と並ぶパリの名所

⑨　囲碁を打つときに使います

⑪　……名古屋は城でもつ

⑬　「無罪」を色で例えると？

⑭　内野手と外野手の総称

⑮　欧米で製作され日本に輸入

　　された映画

⑰　海水に含まれています

⑲　……学。……種。……収入

⑳　……読みの……知らず

㉒　ふるさとのことです

㉓　門歯とも言います　

①　
「
暗
夜
行
路
」
な
ど
の
小
説
を

　
　

書
い
た
作
家

②　

サ
ザ
エ
も
ホ
タ
テ
も
タ
ニ
シ
も

③　

…
…
を
仇
（
あ
だ
）
で
返
す
人

　
　

も
い
ま
す

④　

芥
川
龍
之
介
作
「
…
…
の
糸
」

⑤　
「
ア
ダ
ム
の
…
…
」
と
は
ノ
ド

　
　

ボ
ト
ケ
の
こ
と
で
す

⑥　

紙
を
貼
る
時
に
の
り
を
つ
け
る

　
　

た
め
に
残
し
て
あ
る
部
分

⑧　

季
語
の
な
い
風
刺
的
な
十
七
文

　
　

字
の
短
詩

⑩　

た
た
い
て
渡
る
人
も
い
ま
す

⑫　

フ
ォ
ー
ク
は
洋
食
器
、
箸
は
？

⑯　

絵
画
な
ど
を
飾
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

⑱　

枯
れ
て
地
に
落
ち
た
木
の
葉

⑲　

い
ろ
い
ろ
な
小
魚

㉑　
ア
リ
バ
バ
の
呪
文
、
開
け
…
…　

■
タ
テ
の
カ
ギ

◆
10
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

伊
藤
　
美
千
代 

（
名
大
職
組
）

岩
田
　
浩
司     （
全
労
働
）

尾
之
内
と
み
子  （
医
労
連
）

木
原
　
宮
子
　 

（
医
労
連
）

柴
田
　
優
子     （
コ
ー
プ
あ
い
ち
労
組
）

鈴
木
　
直
美
　 （
愛
高
教
）

瀧
　
　
和
哉   （
愛
高
教
）

服
部
　
淳
一     （
名
水
労
）

山
本
　
敏
弘     （
名
古
屋
市
職
労
）

横
江
　
浩
美     （
医
労
連
）

�

（
敬
称
略
）

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か紙面に対する

感想・意見などを記入の上、11 月 5 日までに愛労連クイズ係

（〒 456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7 労働会館東館 3F 愛

労連宛。メール・FAX 可）まで応募下さい。いただ

いた中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介

させていただきます。

こちらからメールが送れます。(post ＠ airoren.gr.jp) →

愛労連新聞最新号はこちらから→

発行日（毎月 10 日）に読めます。

(http://www.airoren.jp/category/news

執
行
委
員
長　

尾
﨑
俊
介
／

副
執
行
委
員
長　

加
藤
啓
太

／
同　

岡
村
康
弘
／
書
記
長

　

大
塚
恭
平

■
福
保
労

執
行
委
員
長　

塚
本
洋
平
／

副
執
行
委
員
長　

大
川
彩
子

／
同　

星
智
子
／
同　

安
井

ま
な
み
／
書
記
長　

薄
美
穂

子
／
書
記
次
長　

西
田
知
也

■
建
交
労

執
行
委
員
長　

田
村
一
志
／

副
執
行
委
員
長　

上
江
洲
哲

／
同　

岡
澤
文
也
／
同　

長

縄
い
さ
枝
／
同　

水
上
学
／

■
東
三
河
労
連

議
長　

伊
藤
英
一
／
副
議
長

　

柴
田
和
典
／
同　

小
泉
晃

／
同　

高
木
大
育
／
事
務
局

長　

青
木
利
成
／
事
務
局
次

長　

菰
田
信
秀
／
同　

夏
目

雅
光

■
尾
中
労
連

議
長　

望
月
敦
／
事
務
局
長

　

加
藤
博
一

■
検
数
労
連

書
記
長　

谷
藤
賢
治
／
書
記

次
長　

古
里
和
真

■
中
川
地
域
セ
ン
タ
ー

議
長　

鬼
頭
龍
治
（
事
務
局

長
兼
任
）

■
全
労
連
・
全
国
一
般

執
行
委
員
長　

煤
本
國
治
／

副
執
行
委
員
長　

村
井
真
一

／
書
記
長　

恒
川
義
朗

■
千
種
名
東
労
連

議
長　

神
村
敬
太
郎
／
副
議

長　

犬
飼
敏
之
／
事
務
局
長

　

杉
本
一
夫
／
事
務
局
次
長

　

金
野
稔
子

　

「
年
金
者
組
合
か
ら
新
聞

づ
く
り
で
声
が
か
か
っ
た
は

ず
が
、
気
づ
い
た
ら
日
本
高

齢
者
大
会
の
事
務
局
に
就
い

て
い
ま
し
た
」と
話
す
、年
金

者
組
合
の
髙
木
真
一
さ
ん
。

昨
年
三
月
末
で
再
任
用
と
し

て
働
い
て
い
た
名
古
屋
市
の

職
員
を
完
全
に
退
職
し
、
現

在
は
年
金
者
組
合
愛
知
県
本

部
の
書
記
次
長
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
引
退
し
て
か
ら
は

自
由
に
考
え
ら
れ
る
時
間
が

増
え
ま
し
た
。
読
書
の
時
間

も
増
え
、
池
上
彰
さ
ん
の
書

籍
、
戦
前
・
戦
後
の
日
本
史
、

学
者
さ
ん
が
語
る
マ
ル
ク
ス

評
価
の
書
籍
も
最
近
読
ん
で

い
ま
す
が
、「
積
読
」
が
増

え
る
の
が
悩
み
で
す
。
二
〇

一
五
年
か
ら
続
け
て
い
る
栄

で
の
「
憲
法
と
平
和
を
守
る

会
」
の
毎
土
曜
宣
伝
行
動
に

も
参
加
し
、「
読
書
で
得
た
知

識
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る

貴
重
な
場
で
す
」
と
ス
ピ
ー

チ
も
苦
に
し
ま
せ
ん
。ま
た
、

「
署
名
中
に
は
、憲
法
を
変
え

た
方
が
い
い
と
理
由
を
説
明

し
て
く
れ
る
方
も
あ
り
ま
す

が
、
読
ん
だ
本
の
一
コ
マ
だ

と
理
解
で
き
、
楽
し
く
な
り

ま
す
」
と
、
読
書
は
行
動
の

源
の
よ
う
で
す
。

　

11
月
22
日
・
23
日
に
名
古

屋
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ

る
日
本
高
齢
者
大
会
が
目
前

に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。「
高
齢

者
大
会
は
、高
齢
期
の
健
康
、

文
化
、
介
護
、
年
金
な
ど
の

課
題
を
学
び
、
そ
の
改
善
の

運
動
に
つ
い
て
交
流
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
で
き
る

場
で
す
」
と
そ
の
意
義
を
話

し
ま
す
。
そ
し
て
、「
高
齢

者
自
身
が
希
望
あ
る
未
来
を

つ
か
む
頑
張
り
手
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
全

髙木　真一さん
年金者組合
（緑支部）

国
か
ら
も
県
内
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま

す
。
多
く
の
参
加
者
に
大
会

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
高

木
さ
ん
が
手
が
け
ま
し
た
。

「
最
近
、チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が

お
も
し
ろ
い
」
と
最
新
技
術

に
関
心
を
広
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
時
代
の
流
れ
に
関
心

を
持
ち
、
年
金
者
組
合
の
運

動
を
支
え
ま
す
。

■
「
愛
知
の
味
覚
」毎
回
楽
し

み
に
読
ん
で
い
ま
す
。「
青
柳

う
い
ろ
う
と
大
須
う
い
ろ
の

違
い
?!
そ
ん
な
ん
あ
る
の
?!

へ
え
～
」
っ
て
発
見
が
あ
る

の
が
い
い
ん
で
す
。
今
度
食

べ
比
べ
て
み
ま
す
ね
。（
伊
藤

美
千
代
・
名
大
職
組
）

■
（
ハ
ガ
キ
で
は
な
く
メ
ー

ル
で
応
募
し
ま
し
た
が
）
ま

す
ま
す
郵
便
を
使
う
人
が
減

り
、
ま
た
値
上
げ
に
な
っ
た

ら
？
仕
事
で
郵
便
を
使
わ
ざ

る
を
え
な
い
場
合
は
本
当
に

大
変
に
な
り
そ
う
で
す
。（
柴

田
優
子
・
コ
ー
プ
あ
い
ち
労

組
）

■
定
年
退
職
後
、
非
常
勤
講

師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
、
言
っ
て
し

ま
え
ば
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

職
場
に
残
っ
て
仕
事
な
ん

て
、
馬
鹿
馬
鹿
し
く
て
や
っ

て
ら
れ
ま
せ
ん
。
結
局
仕
事

は
持
ち
帰
り
・
・
・
教
員
不

足
の
今
、
も
う
少
し
気
持
ち

よ
く
働
け
な
い
と
非
常
勤
す

ら
確
保
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。（
鈴
木
直

美
・
愛
高
教
）

■
地
震
の
被
害
か
ら
復
興
で

き
て
い
な
い
う
ち
に
、
今
度

は
大
雨
。
能
登
は
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
か
・
・
・
。
ど

こ
に
で
も
、
起
こ
り
う
る
こ

と
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
？

政
府
も
、
そ
う
い
う
所
に
お

金
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。（
山
下
信
子
・
建
交

労
）

https://koureisya-
aichi.jimdofree.com/

高齢者大会
ホームページは

こちら

サ
マ
セ
ミ
で
つ
な
が
り
た
く
さ
ん

ブ
ロ
ッ
ク
全
体
の
青
年
運
動
活
性
化
へ

　

９
月
21
日
～
23
日
、
三
重

県
四
日
市
市
で
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
50
人
が
参

加
、
「
つ
な
が
り
」
を
テ
ー

マ
に
交
流
や
学
習
に
と
り
く

み
ま
し
た
。
開
催
県
の
三
重

県
や
静
岡
県
か
ら
多
く
の
参

加
が
あ
っ
た
ほ
か
、
初
参
加

者
や
女
性
が
多
く
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
は
対
話
と
交
流

が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
、
参

加
者
同
士
が
来
年
の
サ
マ
セ

ミ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
参

加
を
呼
び
か
け
あ
う
な
ど
来

年
に
向
け
て
良
い
雰
囲
気
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

参
加
者
か
ら
は
、「
カ
ン
パ

を
や
り
た
い
」
と
の
声
が
上

が
り
、
最
終
日
に
カ
ン
パ
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

１
万
５
５
８
６
円
が
集
ま

り
ま
し
た
。
後
日
、
全
労
連

青
年
部
定
期
大
会
で
全
労
連

へ
託
し
ま
し
た
。

　

石
川
豪
雨
災
害

　
　

カ
ン
パ
に
と
り
く
む

㊤サマセミでみんなで
交流。来年もまた集ま
りろうと盛り上がる
㊧全労連青年部定期
大会でカンパを託す
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